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附
則
第
十
八
条
の
三
第
二
項
第
三
号
ロ
及
び
第
四
項
第
三
号
ロ
中
「
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」
の
下

に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」を
加
え
、

同
号
ロ
中
「
令
和
七
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
加
え
、
同

項
第
三
号
ロ
及
び
同
条
第
二
項
の
表
附
則
第
十
八
条
第
六
項
第
四
号
の
項
中「
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」

の
下
に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
第
三
号
ロ
及
び
第
四
項
第
三
号
ロ
中
「
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
令
和

八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を

加
え
、
同
号
ロ
中
「
令
和
七
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
加

え
、
同
項
第
三
号
ロ
及
び
同
条
第
二
項
の
表
附
則
第
十
八
条
第
六
項
第
四
号
の
項
中
「
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
」
の
下
に
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
九
条
の
九
か
ら
第
二
十
九
条
の
十
八
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
三
十
条
の
見
出
し
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
電
気
軽
自
動
車
」
を
「
電
気
を
動
力
源
と
す
る
軽
自
動
車
で
内
燃
機
関
を
有
し
な
い
も
の
」
に
、「
同
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車
」
を
「
専
ら
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
軽

自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
に
、「
次
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、「
第
四
百
四
十
四
条
第
三
項
に

規
定
す
る
」
を
「
道
路
運
送
車
両
法
第
六
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
及
び

第
三
項
」
に
改
め
、「
の
種
別
割
」
を
削
り
、「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
五
第
一
項
」
を
「
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
五
第
一
項
」
を
「
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
令
和
四
年

四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」

に
改
め
、「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
百
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
排
出
ガ
ス
保

安
基
準
」
を
「
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
（
以
下
こ
の

号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
と
い
う
。）」
に
、「
同
号
ロ
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス

車
基
準
」
を
「
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め

ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
百
四
十
六
条
第
一
項

第
三
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
」
と
い
う
」
を
「
ガ
ソ

リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
軽
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
、「
同
号
イ

に

規
定
す
る
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
次
項
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と

い
う
。）」
を
「
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
に
、「
同
号
イ

に
規
定
す
る

平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
次
項
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。）」

を
「
同
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保

安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
に
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
同
号
イ

に
規
定
す
る
令
和
十
二
年
度
基
準

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
次
項
に
お
い
て
「
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）」
を
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
第
百
五
十
一
条
第
一
号
イ
に
規
定

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）が

同
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準

と
な
る
べ
き
事
項
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
令
和
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
」
に
、「
同
号
イ

に
規
定
す
る
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
次
項
に
お
い
て
「
令

和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）」
を
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
令
和
二
年
度
以

降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
」に
、「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
五
第
一
項
」

を
「
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
令
和
四
年
四
月
一
日
」
を
「
令
和
七
年
四
月
一
日
」
に
、「
当
該
初
回
車
両
番

号
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
」
を
「
令
和
八
年
度
分
」
に
改
め
、「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条

第
四
項
を
削
る
。

附
則
第
三
十
条
の
二
の
見
出
し
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、「
か
ら
第
四

項
ま
で
」
を
「
又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
七
」
を

「
第
四
百
五
十
条
」
に
、「
第
四
百
六
十
三
条
の
十
九
か
ら
第
四
百
六
十
三
条
の
二
十
一
ま
で
」
を
「
第
四
百
五
十
二

条
か
ら
第
四
百
五
十
四
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
百
六

十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
」
を
「
第
四
百
五
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
こ
の
款
」
を
「
こ
の
条
、
次
条
第
一
項
及
び
第

四
百
六
十
条
」
に
改
め
、「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
る
。

附
則
第
三
十
三
条
第
五
項
中
「
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
同
法
」
を
削
り
、「
同
法
第
三
条
第

一
項
の
承
認
に
係
る
」
を「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
」

に
改
め
、「
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
」
を
削
り
、「
同
法
第
五
条
第
一
項
の
承
認
に
係
る
」

を
「
同
日
ま
で
に
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
終

了
す
る
事
業
年
度
分
」
を
「
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
日
か
ら
五
年

を
経
過
す
る
日
以
後
に
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分
ま
で
」
に
、「
令
和
七
年
分
」
を
「
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
分
」
に
改
め
る
。

８

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
が
被
災
共
用
土
地
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
分
又
は
令

和
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
第
三
百
四
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
災
共
用
土
地
に
つ
き
登

記
簿
又
は
土
地
補
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
が
さ
れ
て
い
る
者
を
も
つ
て
当
該
特
定
仮
換
地

等
に
係
る
同
条
第
一
項
の
所
有
者
と
み
な
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
仮
換
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
八
年
度

分
又
は
令
和
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
仮
換
地
等
を
被
災
共
用
土
地
と
み
な
し
て
、
第

三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
」
と

あ
る
の
は
「
特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災
区
分
所
有
家
屋
」と
、

「
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」
と
、「
被
災
共
用
土
地
に
係
る
持

分
の
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
被
災
共
用
土
地
に
係
る
持
分
の
割

合
」
と
、「
第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項
（
第
七
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
一
項
」
と
す
る
。

９

特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
が
特
定
被
災
共
用
土
地
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
分
又

は
令
和
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
第
三
百
四
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
被
災
共
用
土
地

に
つ
き
登
記
簿
又
は
土
地
補
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
が
さ
れ
て
い
る
者
を
も
つ
て
当
該
特

定
仮
換
地
等
に
係
る
同
条
第
一
項
の
所
有
者
と
み
な
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
仮
換
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令

和
八
年
度
分
又
は
令
和
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
仮
換
地
等
を
特
定
被
災
共
用
土
地
と

み
な
し
て
、
第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
特
定
被
災
共
用
土
地
に
係
る
被
災

区
分
所
有
家
屋
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
で
あ
る
特
定
被
災
共
用
土
地
に
係
る

被
災
区
分
所
有
家
屋
」
と
、「
特
定
被
災
共
用
土
地
納
税
義
務
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」

と
す
る
。
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前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
十
七
条
第
六
号
イ
の
表

中
「
当
該
土
地
が
当
該
年
度
の
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」
を
「
当

該
土
地
が
令
和
七
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
（
以
下
「
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
と
い
う
。）」に
改
め
、

同
号
ロ
の
表

中
「
当
該
年
度
の
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
」
を
「
令
和
七
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
令
和
八
年
改
正
前
の
地
方
税
法
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
二
第
五
項
の
表
附
則
第
十
五
条
第
九
項
、
第
十
六
項
、
第
十
九
項
、
第
三
十
一
項
か
ら
第
三
十

三
項
ま
で
、
第
三
十
六
項
、
第
三
十
七
項
、
第
四
十
一
項
及
び
第
四
十
四
項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
十

五
条
の
三
の
項
及
び
同
条
第
六
項
の
表
附
則
第
十
五
条
第
九
項
、
第
十
六
項
、
第
十
九
項
、
第
三
十
一
項
か
ら
第
三

十
三
項
ま
で
、
第
三
十
六
項
、
第
三
十
七
項
、
第
四
十
一
項
及
び
第
四
十
四
項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第

十
五
条
の
三
の
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
九
項
、
第
十
六
項
、
第
十
九
項
、
第
三
十
一
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で
、

第
三
十
六
項
、
第
三
十
七
項
、
第
四
十
一
項
及
び
第
四
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
八
項
、
第
十
五
項
、
第
十

八
項
、
第
三
十
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
、
第
三
十
五
項
、
第
三
十
六
項
、
第
四
十
項
及
び
第
四
十
三
項
」
に
改
め

る
。
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